
やまもり☆ホッとスクランブル
大和市民活動センターだより

『やまとっこ☆みつけた』

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。
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大和市民活動センター ＜開館：月～土 9：00～18：00＞ TEL：046-260-2586 FAX：046-205-5788
〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1 （大和駅南口より徒歩２分） E-MAIL：yamato@ar.wakwak.com
※祝日も9：00～18：00で開館しています。 URL：http://www.kyodounokyoten.com/

第1.3.5(火)9～10時
再放送 15時～・21時～

◆「春華秋実」の書の屏風を背に、夫の手作

りの兜が二つ。3月は、私の手作りのお雛様の

背に、かな文字の屏風を置いた。どちらも私

の書。ささやかな贅沢を味わう。普段、食卓

以外は何も置かないリビングが華やぐ 石川

◆解散したNPO法人メンバーと年２回、情報

交換会を行っている。話はつきず次回は一泊

でとなって日程調整をしたが、なかなか予定

が合わない。それぞれ優先順位があり難しい。

私が折れて、めでたく解散できた。 関根

◆タイ人からハスとスイレンの違いを教えら

れビックリ。「日本人は漢字でスイレンのこ

とを水蓮と書くがハスと違ってスイレンは夜

に花をとじる。だから『眠る蓮』『睡蓮』な

んです」。彼の顔が学者に見えてきた。望月

◆高校1年生女子3名が「ゆらり祭り」にボ

ランティアで参加しました。3人とも始めて

の活動だったのですが「お年寄りとも子ども

とも触れ合えて楽しかった」との感想が。嬉

しい言葉です！ 櫻井貞代

◆4月下旬、センターの建物裏に生えている

低木に直径１㎝の実のようなものがついてい

た。調べると実ではなく姫楮（ヒメコウゾ）

の木の雄花らしい。よく見ると雌花も咲いて

いて、とてもかわいかった。 中山

◆新緑の眩しい季節…牡丹、芍薬、藤、石楠

花等が楽しめると聞き、牡丹園に行った。

牡丹と芍薬はどちらもボタン属で違いは木本

性と草本性。現在販売される牡丹の殆んどが

芍薬の根に接木されているそうだ。 櫻井み

◆4月から市民活動課に配属となりました。

センターの頼れるスタッフと一緒に皆様の活

動を支援できるよう尽力してまいります。次

号からどんなコメントをすればよいか早くも

悩むヤスダでした（笑）。市民活動課／保田

◆築50年高齢化率44％の旭区左近山団地。

近年様々な取組で注目されている。商店街の

お祭りも月例化。若者のバンド演奏や子ども

の居場所など、URの支援だけでなく親父た

ちの頑張りが大きいことを現地で実感。徳留
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第289回◆４月４日放送分

大和地区日中友好協会
～ベースは違いや文化を理解しあうこと～

現在の大和地区協会設立は1991年ですが、大和高座支部

ができたのは1951年と古い歴史があります。国と国はな

かなか仲良くなれませんが、人と人との民間交流が増える

ように活動しています。庶民同士の付き合いでは、ベース

は、違いや文化を理解しあうことが大切で、理解するには

言葉が欠かせません。そのため「中国語教室」や「中国理

解講座」も開催しているとのこと。
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＜出演しました！＞ 録音ＣＤが大和市民活動センターにあります。

第290回◆４月18日放送分

RUN伴＋やまと実行委員会
～認知症は、何らかの支えで症状を抑制できる～

認知症への理解を深める啓発活動として、北海道から沖縄

までオレンジのＴシャツを着てタスキをつなぐイベントが

「RUN伴」の本線活動です。「認知症は脳が委縮するこ

とで現れる症状で、何らかの支えで症状を抑制できるので、

理解して支援することが必要です」と副実行委員長の溝口

さん。５月27日開催のイベントを紹介したのは実行委員

長の加藤さん。市内５カ所から大和駅東側プロムナードを

目指すイベントのほか、9:30から大和市保健福祉セン

ターで講演会も。「認知症と診断されて～本人が語る日々

の暮らし～」と川崎での実践事例「誰でも来れる図書館づ

くり」と題してお二人のゲストにお話しいただきます。

第291回◆５月２日放送
拠点やまと＋市民活動課
協働事業で当センターを運営する

拠点やまとと市の新担当者が出演。

５月
の
出演

77.7

※FMやまとは、ネットにつながったPCなら、世界中どこでも聞けます。→ＦＭやまとホームページの「ネットラジオ」をクリック！

第292回◆５月16日放送
みなちかやまと
「青い鯉のぼりプロジェクト」に
参加した様子をお話いただきます。

第293回◆５月30日放送
あざみ大和支部勉強会
初心者向け勉強会として言葉の勉
強をしつつ句会を楽しんでいます。

外国理解で大事なのは「百聞は一見に如かず」。まずは見

ること。「中国人が年間640万人も来日し、彼らが帰国し

てから日本の良いとことを伝えてくれるので、日本人も

もっと中国へ行き中国を知ってほしい」と熱く語ったのは

鈴木さん。石井さんは「重慶で2年間日本語教師をしたこ

とは、かけがえのない経験になりました」と語りました。

毎月第2土曜日10時から12時まで、市民活動センターで

「日中談話会」も開催しています。「市民の自由参加でフ

リートークをしていますで、興味のある人はお気軽にご参

加ください」と呼びかけました。

ゴール会場では「つるま龍鼓会」の和太鼓演奏やサックス

奏者の北島恭子さんの演奏も。身近に認知症の人がいる北

島さん。「シルフィードの人たちが花道を作って待ってい

たところに、みんなが押し寄せてくるのを見て圧倒され感

動しました」と今年も出演。ジョニーさんからは「思いを

載せての演奏は音の響きが違うと思います」との感想が。


